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（様式４）                           （排出事業者用） 

  令和 6 年 6 月 25 日 

 長野県知事 様 

 

 令和 6 年度長野県産業廃棄物３Ｒ実践計画書 

 

  下記のとおり、産業廃棄物３Ｒ実践計画書を提出します。 

協定期間   令和4年度から令和6年度 

会 社 名 株式会社 新井工業 

住 所 〒381-2221 

長野市小島田町167-11 

代 表 者 名 代表取締役 新井 和彦   

業   種 製造業     ・    建設業 

処 理 施 設 

所 在 地 

（処理施設を有する場合） 

施設名 所 在 地 

なし  

  

担 当 部 署 工事部 

担 当 者 名 高橋 孝彦 

 

連 絡 先 

ＴＥＬ 026-284-5870 

ＦＡＸ 026-285-0717 

電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ info@arai-kougyou.jp 

ホームページアドレス  https://arai-kougyou.jp 

 
１ 産業廃棄物３Ｒ実践方針 

産業廃棄物の排出抑制を重点項目とし,現場毎に産業廃棄物の管理目標を設定

する。目標達成に向けて数量を定期的に確認し,必要に応じて抑制計画・実践内

容の見直しを行う。また、産業廃棄物の処理については,社内研修会を行い社員

の適正処理の意識向上を図る。 

 

２ 排出抑制、リサイクルのための目標値及び過年度実績値 

 R6 年度目標値 R5 年度実績値 R4 年度実績値 R3 年度実績値 

総排出量の推移 

（t・kg・㎥） 
960.2 924.0 894.9 490.8 

ﾘｻｲｸﾙ量の推移 

（t・kg・㎥） 
955.7 923.2 888.3 487.1 

売上高の推移 

（円） 
370,000,000 350,000,000 290,000,000 260,000,000 
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３ 排出抑制、リサイクルのための取組内容 

【産業廃棄物の種類、排出量、処理量、処理の方法等に関する情報公開】 

･現場毎に掲示板を設置し,産業廃棄物の種類,排出量,処理方法を明示し,近隣住民

に情報を公開していく。 

･作業所毎に収集運搬業者,処分業者を見やすい場所に掲示し公開していく。 

･産業廃棄物を一時仮置きする場合には,産廃の種類ごとに掲示板を設置する。 

【処理を委託した処理業者（施設）の現地確認】 

･作業所毎に現場代理人,または代理人が指名する者が中間又は終了時に処理場に出

向き,処理状況,リサイクル状況の現地確認を行う。 

【従業員教育（研修）】 

･全社員を対象とした研修会を行い,3R実践計画の説明をし,取り組みを徹底する。 

【リサイクル促進に向けた取組み】 

･施工資材の適正量を把握し,現場同士の資材の共有,過剰発注の防止,端材等の有効

利用を進める。 

･資材購入時の過剰な梱包等を削減するように,資材購入業者及びメーカーに協力を

要請する。 

【その他独自に取組む事項】 

･事業所から発生する資源物の分別を徹底し,リサイクルに努める。 

･事業所の備品・消耗品については,積極的にグリーン購入法に定める物品を購入し

使用する。 

･社内印刷については,コピー用紙の再利用(裏紙印刷)を行い,廃棄物の削減および

リサイクルに努める。 

･エコアクション 21 の活動を継続して行っていく。 

 

 

４ リサイクル製品使用率目標値 

    ※リサイクル製品使用率＝リサイクル製品（材料）使用量／全体材料使用量（％）  

製品（材料）種別 

当年度目標値 過年度実績値  

 R6年度  
目標値  

 R5 年度  
実績値  

 R4 年度  
実績値  

 R3 年度  
実績値  

再生砕石 100% 100% 100% 100% 

再生合材 100% 100% 100% 100% 

     

     

     

全 体 100% 100% 100% 100% 

 


